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法政大学出版局◉新刊のご案内	 2016 年 1 月 20 日

法政大学出版局　2016年2月23日配本　定価4536円（本体4200円＋税） A5判上製・264頁
板橋 勇仁 著 

底無き意志の系譜 ショーペンハウアーと意志の否定の思想 ISBN978-4-588-15075-3 C1010

★★　苦しみに充ちたこの世界から、あらゆる実体、目的、理由、根拠を除去したショーペンハウアー。その哲学は逆説的
にも、「生への意志」の否定と廃棄による「自由」を人間にもたらす。ベーメ、シェリング、ヘーゲル、ニーチェそして
西田幾多郎との哲学史的な比較検討を通じて、この世界を「平安」「浄福」とともに生きる、「底無き意志」の論理
をたどる気鋭の研究。 【哲学】

☆関連書：板橋勇仁『歴史的現実と西田哲学』、齋藤・高橋・板橋編『ショーペンハウアー読本』（小局刊）。

法政大学出版局　2016年2月19日配本　定価3240円（本体3000円＋税） 四六判上製・378頁
西城戸 誠・宮内 泰介・黒田 暁 編 

震災と地域再生 石巻市北上町に生きる人びと ISBN978-4-588-61301-2 C1036

★★　2011年3月11日の東日本大震災から5年、甚大な被害を受けた東北の地域社会はどこまで復興し、人びとの生活
はどう変化したのか。震災前から続けられてきた、宮城県石巻市北上地区のフィールドワークをもとに、現地に生
きる人びとの生業や協働のあり方をめぐる豊富な聞き書きと、高台移転についての現状分析・問題提起を収めた
共同研究。地域の記憶に寄り添い、コミュニティの未来をさぐる。 【社会学】

☆関連書：本田・堀江編著『脱原発の比較政治学』、舩橋・壽福編『公共圏と熟議民主主義』（小局刊）。

法政大学出版局　2016年2月23日出来　予価7344円（本体6800円＋税） A5判上製・464頁
神山 伸弘 著 

ヘーゲル国家学  ISBN978-4-588-15076-0 C3010

★★　歴史的状況を超え、現代における国家と自由、国家と民主主義の関係をも問いに付すヘーゲル哲学と対峙するこ
とは、すなわちあるべき政治の理念を構想するための基礎的営為である。『法の哲学』および『エンツュクロペディー』、
『自然法と国家学講義』を主要典拠としてヘーゲルの国家認識を検証し、直観性・時論性を斥けた学問としての
「ヘーゲル国家学」を提示する試み。 【哲学・思想】

☆関連書：ヘーゲル『自然法と国家学講義』、加藤尚武編『ヘーゲル読本』（小局刊）。

法政大学出版局　2016年2月5日配本　定価3888円（本体3600円＋税） 四六判上製・296頁
ロバート・ロス 著／平田 雅博 訳 《サピエンティア42》

洋服を着る近代 帝国の思惑と民族の選択 ISBN978-4-588-60342-6 C1320

★★　西洋列強は版図を拡大するにあたり、現地民の裸体を野蛮とみなし、「文化」を押しつけた。被植民者がそれをど
う受け止めたのかは、装いを見れば一目瞭然だった。自分とは何者か、アイデンティティを表明する道具でもある衣
服の歴史をたどり、多様だった世界の人 の々服装がどのように画一化されていったのかを考察する。なぜ世界中の
男性はみなスーツを着るようになったのか。 【帝国史・衣服・文化】

☆関連書：『文化と帝国主義』（みすず書房）、『創られた伝統』（紀伊國屋書店）、『文化の場所』（小局刊）など。

法政大学出版局　2016年2月10日配本　定価4104円（本体3800円＋税） 四六判上製・350頁
クレール・マラン 著／鈴木 智之 訳 《叢書・ウニベルシタス1036》

熱のない人間 治癒せざるものの治療のために ISBN978-4-588-01036-1 C1310

★★　治療の目的は病いの治癒であり健康の回復だが、治療は必ずしも治癒をもたらさない。多発性の関節炎を伴う自
己免疫疾患に苦しむ自身の体験から書かれた本書は、現代の医療がその中心的目標とする「治癒」の概念、その
基底にある「健康」観、「生命」観を問い直す。「治癒をもたらすことなく治療することは可能か」。治療の技術が、
病む人の生に寄り添うものとなるために、新たな哲学が誕生する。 【哲学・医学・ケア】

☆関連書：J.コール『スティル・ライヴズ』、M.クヴァンテ『人間の尊厳と人格の自律』（小局刊）など。


